
月８日「骨と関節の日」移動機能低下「ロコモ度」チェック・予防をパンフで

「運動器」維持で

延びる健康寿命

月
８
日
は
「
骨
と
関
節

の
日
」
。
東
京
都
臨
床
整
形

外
科
医
会
で
は
、
そ
れ
に
ち

な
ん
だ
都
民
公
開
講
座
を

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区

の
毎
日
新
聞
社
内
「
毎
日
ホ

ー
ル
」
で
開
催
す
る
。

当
日
は
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
を
予
防
す

る
体
操
の
紹
介
や

代
か
ら

の
運
動
器
の
障
害
、
転
倒
予

防
に
つ
い
て
専
門
医
が
解
説

す
る
。
申
し
込
み
方
法
な
ど

は
後
日
、
発
表
す
る
。

運
動
器
の
障
害
で
、
立
つ
、

歩
く
、
走
る
、
座
る
な
ど
の

移
動
機
能
が
低
下
す
る
状
態

は
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」（
運
動
器
症
候
群
）

と
呼
ば
れ
て
お
り
、
日
本
整

形
外
科
学
会
で
は
ロ
コ
モ
を

説
明
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

発
行
し
て
い
る
‖
写
真
。

要
因
は
「
運
動
習
慣
の
な

い
生
活
」
「
や
せ
す
ぎ
や
肥

満
」
「
痛
み
や
だ
る
さ
の
放

置
」
な
ど
。
ス
ポ
ー
ツ
に
よ

る
体
の
酷
使
や
事
故
に
よ
る

け
が
も
含
ま
れ
る
。
パ
ン
フ

で
は
、
片
足
ま
た
は
両
足
で

決
ま
っ
た
高
さ
か
ら
立
ち
上

が
る
下
肢
筋
力
の
テ
ス
ト
な

ど
ロ
コ
モ
度
の
チ
ェ
ッ
ク
方

法
や
予
防
の
た
め
の
運
動
、

体
操
の
ほ
か
、
栄
養
摂
取
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
食
事
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
掲
載
。
問
い

合
わ
せ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（

）
で
。

平均年齢 歳のニュージーランドの

ダンスグループ「ヒップ・オペレーシ

ョン・クルー」のメンバーらが今月、

東京都江東区の特別養護老人ホームカ

メリアを訪れた。

東京で上映中の映画「はじまりはヒ

ップホップ」（ブリン・エバンス監督）

に関連した交流イベント。同グループ

はニュージーランド東部ワイへキ島の

高齢者らで４年前に結成。映画ではヒ

ップホップでダンスの世界大会出場に

挑む姿などを追っている。

メンバー７人のうちジャック・ロン

グさん( )‖写真・前列左、妻のブレ

ンダさん( )‖同・前列左から２人目

‖ら５人が来日。ダンス指導者のＨＡ

ＮＡ（本名・深澤きよ美）さんのレク

チャーがあり、その後、得意のヒップ

ホップを披露した。

ブレンダさんは「ステップはシニア

流。でもヒップホップのおかげで仲間

ができ、さまざまな人と知り合え、毎

日が楽しい」と声を弾ませる。ホーム

を運営する社会福祉法人カメリア会理

事長で来日をサポートした湖山泰成さ

ん( )は「これからも高齢者と若者が

共に輝ける機会をつくっていきたい」

と話していた。

映画はシネスイッチ銀座で。９月

日からは横浜でも上映。

病気の予防に役立ててもらおうと

「ファンケル予防医療ミュージアム」

（東京都中央区銀座、ファンケル銀座

スクエア８階）では加齢とともにリス

クが高まる病気やその予防対策を紹介

している。

脳の老化や動脈硬化、メタボリック

シンドロームや運動器の障害による移

動機能の低下を表すロコモティブシン

ドロームについて模型などを用いて解

説。生活習慣病の予防に必要な知識や

栄養の問題にも触れている。

「大人の体力測定」のコーナーでは、

来場者が体の柔軟性や姿勢のバラン

ス、握力などを測り‖写真、自分の「体

力年齢」を知ることができる。買い物

の途中で立ち

寄った女性

( )は「運動

と栄養のバラ

ンスが取れた

食事は健康を

保つうえで不

可欠ですね」。

健康ドリン

ク（有料）の

カウンターでは青汁と豆乳などオリジ

ナルレシピによる飲み物を提供。毎月

第２、４土曜はファンケル総合研究所

の研究員による「健康プチセミナー」

を開いている（１日２回、各回先着

人）。ファンケル銀座スクエア副館長

の遠藤慎一さん( )は「病気の予防に

対する『気づき』のきっかけになれば」

と話す。開館時間は午前 時～午後７

時。入場無料。問い合わせは同ミュー

ジアム（ ・5537・0232）。

自分の体力年齢は

ファンケル

予防医療ミュージアム

平均年齢 歳

ＮＺダンスグループ
東京都内の特養訪問

日
本
は
男
女
と
も
平
均
寿
命
が
世
界
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
長
寿
国
だ
。
年

を
重
ね
て
も
介
護
が
必
要
な
く
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
は
、
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
（
生
活
の
質
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
）
と
密
接
に
関
連
す
る
。

東
京
都
臨
床
整
形
外
科
医
会
の
奥
村
栄
次
郎
会
長
は
、
「
私
た
ち
の
体
を
動

か
す
た
め
の
『
運
動
器
』
の
障
害
を
予
防
し
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う
」

と
提
唱
す
る
。

【
明
珍
美
紀

写
真
も
】

寝
た
き
り
予
防

運
動
器
と
は

骨
や
関
節

筋
肉
や

神
経
で
構
成
さ
れ

｢
そ
の
ど
れ
か
一

つ
で
も
支
障
を
来
す
と
体
が
う
ま
く

動
か
な
く
な
る
」
と
奥
村
さ
ん
は
説

明
す
る
。
健
康
上
の
問
題
が
な
く
生

活
で
き
る
健
康
寿
命
を
延
ば
す
に

は

寝
た
き
り
の
予
防
が
重
要
だ

「
寝
た
き
り
の
要
因
に
は
脳
血
管
障

害
や
認
知
症
な
ど
が
あ
る
が
、
運
動

器
に
障
害
が
起
き
て
要
支
援
、
要
介

護
と
な
る
高
齢
者
は
、
そ
れ
ら
と
ほ

ぼ
同
じ
ぐ
ら
い
の
割
合
で
、
全
体
の

４
分
の
１
程
度
に
及
ぶ
」
と
い
う
。

骨
や
筋
肉
の
量
の
ピ
ー
ク
は

〜

代
。
気
を
つ
け
た
い
の
は
、
体
の

衰
え
に
よ
る
運
動
器
の
障
害
だ
。「
た

と
え
ば
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
転
ん

で
骨
折
し
た
場
合
、
な
ぜ
転
ん
だ
か

を
考
え
る
と
体
の
バ
ラ
ン
ス
力
の
低

下
、
筋
力
の
衰
え
や
骨
粗
し
ょ
う
症

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
」
。
体
を
支
え

る
背
骨
は
ど
う
か
。
「
こ
れ
は
日
ご

ろ
の
姿
勢
に
関
係
す
る
。
い
つ
も
背

を
丸
め
て
い
る
人
は
要
注
意
」

歩
く
習
慣
を

関
節
の
加
齢
に
よ
る
障
害
は
変
形

性
関
節
症
と
い
い
、
関
節
軟
骨
の
す

り
減
り
が
生
じ
る
結
果
、
運
動
時
に

痛
み
が
生
じ
、
曲
げ
伸
ば
し
が
十
分

に
で
き
な
く
な
る
。
「
筋
肉
も

歳

を
過
ぎ
る
と
年
々
、
量
が
減
少
す
る
。

こ
う
し
た
状
態
を
『
サ
ル
コ
ぺ
ニ
ア
』

と
い
い
、
こ
れ
も
運
動
と
食
事
の
生

活
習
慣
で
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
う
。

運
動
器
の
障
害
を
防
ぐ
の
に
最
も

重
要
な
の
は
若
い
う
ち
か
ら
運
動
習

慣
を
つ
け
る
こ
と
だ
。
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
や
一
つ
手
前
の
バ
ス
停
で
降
り
て

歩
く
な
ど
、
自
分
の
体
の
状
態
に
適

し
た
運
動
を
続
け
て
い
く
。
奥
村
さ

ん
自
身
は
「
月
に
計

㌔
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
｣
を
心
が
け

｢
具
体
的
に
は
１

日
５
㌔
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
１
カ
月
の

う
ち
８
日
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。
だ

ら
だ
ら
続
け
る
こ
と
で
す
ね
」
。

体
に
痛
み
が
あ
る
と
き
は
自
分
の

判
断
で
運
動
を
継
続
す
る
の
は
危
険

だ
。
整
形
外
科
を
受
診
し
て
運
動
器

の
疾
患
が
あ
る
か
ど
う
か
の
診
断
を

受
け
、
治
療
や
そ
の
後
の
運
動
プ
ラ

ン
を
相
談
す
る
と
い
い
。

「
ま
ず
は
自
分
の
体
に
関
心
を
持

つ
こ
と
。

代
、

代
の
運
動
、
食

事
を
含
め
た
生
活
習
慣
は
そ
の
次
の

年
の
豊
か
な
生
活
に
結
び
つ
く
」

と
奥
村
さ
ん
は
説
く
。

東京都臨床整形外科医会会長

奥村栄次郎さん
おくむら・えいじろう

1955年東京都生まれ 年 日本大学医学部卒2003年

奥村整形外科(東京都板橋区)開業 同大医学部整形外

科兼任講師 ５月 東京都臨床整形外科医会会長就任。

日
々
の
暮
ら
し
を
充
実
さ
せ
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
役
立

つ
。
医
療
や
健
康
関
連
の
分
野
で
活
動
す
る
人
々
は
、
生
活
の
質
や
豊
か
さ
に
つ
い
て
ど

う
考
え
、
実
践
し
て
い
る
の
か
。
が
ん
・
感
染
症
セ
ン
タ
ー
都
立
駒
込
病
院
の
名
誉
院
長

で
、
外
科
医
の
森
武
生
さ
ん
に
聞
い
た
。

末
期
が
ん
患
者
の
夢
実
現
に
一
役

「
相
手
の
身
に
な
っ
て
考
え
る
医
療
」徹
底

「
人
情
と
思
い
や
り
」
が
森
さ
ん
の
モ
ッ

ト
ー
だ
。「
そ
の
ま
ま
で
は
失
わ
れ
る
命
を
、

自
分
が
手
を
尽
く
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
の
世

界
に
引
き
戻
す
。
そ
れ
に
は
患
者
さ
ん
の
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
知
り
、
会
話
を
重
ね
、

適
切
な
治
療
法
を
選
ん
で
い
く
」

と
は
い
え
、
す
で
に
病
状
が
進
み
、
回
復

を
望
め
な
い
と
き
が
あ
る
。

大
腸
が
ん
が
肝
臓
に
転
移
し
て
末
期
を
迎

え
た

歳
の
男
性
は
、
米
大
リ
ー
グ
の
フ
ァ

ン
。
「
一
度
で
い
い
か
ら
（
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

の
）
ド
ジ
ャ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
行
き
、
こ
の

目
で
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
試
合
を
見
た
い
」
と
切

望
し
て
い
た
。
学
会
参
加
の
た
め
カ
ナ
ダ
に

行
く
予
定
が
あ
っ
た
森
さ
ん
は
「
帰
り
に
自

分
も
ロ
ス
に
寄
る
。
そ
の
と
き
観
戦
し
よ
う
」

と
米
国
行
き
を
許
可
。
「
彼
は
最
初
か
ら
最

後
ま
で
試
合
を
満
喫
し
た
よ
う
だ
っ
た
」
。

患
者
に
寄
り
添
い
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
る
こ
と

は
「
私
の
問
題
で
も
あ
る
」
と
い
う
。

子
ど
も
の
と
き
は
新
聞
記
者
に
憧
れ
た
。

中
学
で
は
弁
護
士
。
「
高
校
３
年
に
な
り
、

進
路
を
決
め
る
こ
ろ
は
歴
史
学
者
、裁
判
官
、

医
者
の
ど
れ
か
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。
こ

の
三
つ
は
命
と
い
う
点
で
共
通
す
る
」
。
歴

史
学
者
は
い
に
し
え
の
人
々
の
命
。
裁
判
官

は
社
会
的
な
命
。
結
局
、
命
そ
の
も
の
と
向

き
合
う
医
学
の
道
に
入
っ
た
。
「
医
師
と
し

て
の
心
構
え
は
駒
込
病
院
に
赴
任
し
た
当
時

の
副
院
長
、
伊
藤
一
二
先
生
に
学
ん
だ
。
『
な

せ
ば
成
る
』
と
全
力
を
尽
く
す
姿
勢
に
影
響

を
受
け
た
」
と
振
り
返
る
。

も
う
一
つ
、
肝
に
銘
じ
て
い
る
の
が
「
相

手
の
身
に
な
っ
て
考
え
る
」
。
幼
い
こ
ろ
か

ら
母
親
に
言
わ
れ
、
そ
れ
が
「
患
者
の
身
に

な
っ
て
考
え
る
」と
い
う
信
念
に
。母
は
「
も

っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
も
よ
く
口
に

し
て
い
た
。
「
米
粒
を
残
し
た
と
き
な
ど
に

ね
。
１
粒
の
米
に
は
農
家
の
思
い
が
込
め

ら
れ
、
あ
る
意
味
で
米
を
擬
人
化
し
た
よ
う

な
表
現
」
。
生
き
物
以
外
の
「
物
の
命
」
に

思
い
を
は
せ
る
こ
と
の
大
事
さ
を
含
ん
で
い

る
。消

化
器
が
ん
、
と
り
わ
け
大
腸
が
ん
の
権

威
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
好
き
な
絵
に
も
打

ち
込
み
、
手
術
の
指
導
な
ど
で
海
外
を
巡
る

と
き
は
必
ず
水
彩
絵
の
具
を
持
参
。
空
い
た

時
間
に
風
景
を
描
き
、
そ
の
街
と
自
分
の
感

情
を
表
現
す
る
。
「
ど
こ
で
も
絵
を
描
き
、

友
人
ら
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
患
者
と
会
話

す
る
。
そ
う
し
た
日
常
が
、
私
の
心
を
豊
か

に
し
て
く
れ
る
」
と
言
葉
に
力
を
込
め
た
。

が
ん
・
感
染
症
セ
ン
タ
ー

都
立
駒
込
病
院
名
誉
院
長

森
武
生
さ
ん

もり・たけお

1944年生まれ。東京大学医学部卒。

年、都立駒込病院(現がん 感染

症センター都立駒込病院）に勤務。

2003～ 年 同病院院長 現在は東

京都武蔵野市の吉祥寺南病院の顧

問を務める傍ら途上国での医療支

援に携わる。近著 メスとパレッ

トⅣ(婦人之友社)には旅先での

水彩画と組み合わせて医師として

の考え方や生き方がつづられる。
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